
別紙１ 
 

「世田谷区交通まちづくり基本計画改定（素案）」パブリックコメント実施結果 
 
１ 実施概要 
・期  間 平成２６年１０月６日～１０月３０日 

 ・媒  体 区のおしらせ特集号（１０月６日）、ホームページ 
 ・受付状況 ３２１人（意見数５３０件） 
 
  内訳 

項 目 件 数 項 目 件 数 
はがき ２８１ ファクシミリ ３ 
ホームページ ２２ 封書 ５ 
窓口持参 ４ 説明会意見 ６ 
 合 計 ３２１ 

 
２ 項目別件数 

項 目 件 数 
計画に関すること ２１ 
目標、方針に関すること １２ 
【施策1】公共交通の利用環境の整備に関すること １７ 
【施策２】南北方向の公共交通の強化に関すること ３４ 
【施策３】バスネットワークの充実に関すること ４３ 
【施策４】バス運行サービスの充実に関すること ２０ 
【施策５】タクシー利用環境の整備に関すること ２ 
【施策６】災害時における公共交通の連携体制などの構築に関すること ５ 
【施策７】道路と鉄道の立体化の促進に関すること ２３ 
【施策８】円滑な自動車交通の確保に関すること ７２ 
【施策９】自転車通行空間の整備に関すること ２８ 
【施策１０】放置自転車対策の充実に関すること ３１ 
【施策１１】自転車通行時のルール遵守・マナー向上に関すること ６５ 
【施策１２】歩行空間の整備に関すること ６６ 
【施策１３】交通安全への取り組みの推進に関すること ５ 
【施策１４】環境対策の充実に関すること ２ 
【施策１５】新しい自動車利用の取り組みの推進に関すること ２ 
その他交通に関すること ８２ 
合 計 ５３０ 

 
３ 意見（抜粋）の要旨と区の考え方 
   別添資料参照 
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世田谷区交通まちづくり基本計画改定(素案)へのパブリックコメント実施結果(抜粋) 

分類 意見要旨 区の見解(案) 

計画に関すること  ２１件 

計画全般 

     ２１件 

○本計画の対象は「人の移動」に限

定されているが、「物の移動」を

対象に含めるべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交通に関しては、交通事業者（鉄

道、バス）交通管理者（警察、警

視庁）との連携が必要 

 

 

 

 

 

 

○計画案はすばらしいと思うので、

勇気と実行力をもって実現して

ほしい。 

 

 

 

 

○世田谷区の交通は便利なので、こ

れ以上交通にかけるお金がある

なら、福祉や教育などもっと緊急

○交通まちづくり基本計画は、誰

もが安全で快適に移動できる交

通体系や交通サービスの確立を

目指して区の交通に関わる施策

の基本方針として策定している

ものであり、今回の計画で「人

の移動」について、明確化した

ものでございます。 
 物流につきましては、広域的な

視点から東京都の「総合物流ビ

ジョン」などの計画によるもの

と考えます。 
  一方、地域における交通の課

題となる、「荷さばき対策」につ

きましては、記載をしておりま

す。 
 

○１－１目的にて記載していると

おり、交通事業者、交通管理者、

その他関係機関との協力・連携

による施策を展開してまいりま

す。 

 ご意見を踏まえ、本文中の連携

等の記載につきましては見直し

をいたします。 

 

○今後、区では、この計画に従っ

て総合的に交通政策を進め、計

画の理念である「誰もが快適に

安全・安心な移動ができる世田

谷」の実現を目指してまいりま

す。 

 

○世田谷区交通まちづくり基本計

画は、区の将来像を展望しつつ、

誰もが安全で快適に移動できる

別添資料 
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のことに使ったらどうか。 

 

 

 

 

 

○今回の素案は総花的なので、何を

重点的な目標とするか、優先度を

付けて区民に訴えることが重要。 

 

 

 

 

 

 

○公共交通を中心とする総合的な

交通体系の充実を図る。 

交通体系や交通サービスの確立

を目指して、区の交通に関わる

施策の基本方針として策定する

ものであり、必要なことと考え

ております。 

 

○今回の計画では、３つの目標と、

６つの方針を定め、各施策に取

り組むことで、計画の理念であ

る「誰もが快適に安全・安心な

移動ができる世田谷」の実現を

目指してまいります。 

いただいたご意見は、参考とさせ

ていただきます。 

 

○今後、区では、この計画に従っ

て総合的に交通政策を進め、計

画の理念である「誰もが快適に

安全・安心な移動ができる世田

谷」の実現を目指してまいりま

す。 

目標、方針に関すること  １２件 

目標、方針全般 

      １２件 

○目標１の「便利で円滑な移動」は、

「公共交通を主体とした便利で

円滑な移動」とすべき。 
 

○目標２の「安全・安心な移動」の

施策は、自転車と歩行者に集中し

ているが、もっと(歩行者の中の)

弱者について記述すべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自動車に関する施策も含まれて

おりますので、記載のように表

現しております。 

 

○理念である「誰もが快適に安

全・安心な移動ができる世田谷」

の「誰もが」とは、ユニバーサ

ルデザインの考え方によるもの

です。「誰もが」には、子育て世

代、高齢者、障害者などが含ま

れており、交通弱者の方々も利

用しやすいような交通政策を進

めていくという考えでございま

す。 

いただいたご意見は、今後の参考

とさせていただきます。 
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○３つの目標のうち、安全・安心な

移動が一番の方が良いと思う。 
理念である「誰もが快適に安全・

安心な移動ができる世田谷」の

「誰もが」とは、ユニバーサルデ

ザインの考え方によるものです。

「誰もが」には、子育て世代、高

齢者、障害者などが含まれてお

り、交通弱者の方々も利用しやす

いような交通政策を進めていく

という考えでございます。 

この度掲げております３つの目

標に優先順位はなく、それぞれが

相互に関係しております。 

いただいたご意見は、今後の参考

とさせていただくとともに、３つ

の目標の関係につきまして、追記

させていただきます。 

施策に関すること  ４１５件 

【施策1】公共交通の利用環境の整備  １７件 

①鉄道駅の利便性 

３件 

○鉄道駅舎のユニバーサルデザイ

ンについては、まだ問題が山積し

ている。 

○更なるユニバーサルデザインの

整備を進めるよう鉄道事業者に

伝えてまいります。 

②駅周辺地域の交

通環境 

７件 

 

 

 

○鉄道とバスのアクセスを改善し

てほしい。 

○施策１の「公共交通の利用環境

の整備」に記載のとおり、駅周

辺の交通環境の整備を進め、公

共交通のアクセス性の向上を図

ってまいります。 

③誰もが利用しや

すい交通サービ

ス 

７件 

 

○区外へ行くより区内へ行くほう

が大変なので、交通網を整備して

ほしい。 

 

 

 

○区内に走っている様々なバスを

一般客が利用できないか。 

             ２件 

 

○高齢化に伴い、車イスや杖の利用

○施策２「南北方向の公共交通の

強化」や、施策３「バスネット

ワークの充実」などに取り組み、

公共交通ネットワークの充実を

図ってまいります。 

 

○民間バスの活用につきまして

は、研究してまいります。 

 

 

○福祉車両について、NPO法人せた
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者が増えると思うが、バス等のこ

れへの対応は？福祉バスや福祉

車両を充実してほしい。 

がや移動ケアの運営する世田谷

区福祉移動支援センター「そと

でる」では、要支援、要介護の

方や移動困難な障害のある方へ

の介護タクシーやリフト付きタ

クシーなどの配車の相談を受け

付けています。 

区としましては、誰もが快適に安

全・安心な移動ができるよう、ユ

ニバーサルデザインを進めてま

いります。 

【施策２】南北方向の公共交通の強化  ３４件 

①エイトライナー 

      １６件 

○南北方向の公共交通として、エイ

トライナー等の鉄道を整備して

ほしい。 

            １２件 

 

○エイトライナーの計画には反対。 

             ２件 

○区部西部の６区による、鉄道を

環状８号線に通すエイトライナ

ー構想、区部東部の３区による環

状７号線に通すメトロセブン構

想を一体とした区部周辺部環状

公共交通について、関係する９区

並びに東京都と共に実現に向け

た検討を行っているところです。 

当該路線は長大路線であり事業

規模が大きいことから、具体的な

整備時期などの目途は立ってい

ないものの、区部周辺部における

移動手段として重要な路線であ

ることから、引続き実現に向け検

討を行ってまいります。 

②南北方向のバス

路線網  

１８件 

○南北方向の公共交通を強化して

ほしい。 

             ６件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○区では、南北公共交通の強化、

交通不便地域の解消を図るた

め、これまで、コミュニティバ

スを９路線導入してまいりまし

た。バス導入にあたりましては、

道路幅員が狭く、バス路線も限

られていることやバス事業者の

事業採算性などの課題もござい

ますが、今後も道路整備の進捗

状況のタイミングにあわせて、

バスが走行できる経路の確保に

向け、バス事業者と協議をして
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○南北方向の公共交通として、バス

を運行してほしい。 

             ８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなバス路線の導入を目指し

てまいります。また、バスのほ

か、地域の実情にあった様々な

移動手段の活用につきまして検

討してまいります。 

また、区部西部の６区による、鉄

道を環状８号線に通すエイトラ

イナー構想、区部東部の３区によ

る環状７号線に通すメトロセブ

ン構想を一体とした区部周辺部

環状公共交通について、関係する

９区並びに東京都と共に実現に

向けた検討を行っているところ

です。 

当該路線は長大路線であり事業

規模が大きいことから、具体的な

整備時期などの目途は立ってい

ないものの、区部周辺部における

移動手段として重要な路線であ

ることから、引続き実現に向け検

討を行ってまいります。 

 

○区では、南北公共交通の強化、

交通不便地域の解消を図るため、

これまで、コミュニティバスを９

路線導入してまいりました。バス

導入にあたりましては、道路幅員

が狭く、バス路線も限られている

ことやバス事業者の事業採算性な

どの課題もございますが、今後も

道路整備の進捗状況のタイミング

にあわせて、バスが走行できる経

路の確保に向け、バス事業者と協

議をして新たなバス路線の導入を

目指してまいります。また、バス

のほか、地域の実情にあった様々

な移動手段の活用につきまして検

討してまいります。 
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○補助１５４号線へのバス路線の

導入は反対。 

             ４件 

○区としましては、南北方向の公

共交通の強化に向け、補助第１

５４号線を活用したバス路線の

導入を進めてまいりたいと考え

ております。 

【施策３】バスネットワークの充実  ４３件 

① 運行便数 
       ９件 

○成城・祖師谷循環バスについて、

１５分間隔で運行するなど、バス

を増発してほしい。 

○多摩川～東京医療センター間の

バスを増便してほしい。 

○世田谷文学館（旧ウテナ前）を通

るバスが少ない。 

○ご要望は、バス事業者に伝えて

まいります。 

② 新規バス（小
型・コミュニテ

ィバス） 

２７件 

○公共交通不便地域の解消は、区と

しても急務。 

 

 

 

 

 

○小型のバス（コミュニティバス）

を運行してほしい。 

 ６件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○区では、今後とも南北交通の強

化、公共交通不便地域の解消、

高齢社会における移動利便性の

向上に向け、交通ネットワーク

の充実に取り組んでまいりま

す。 

 

○区では、南北公共交通の強化、

交通不便地域の解消を図るた

め、これまで、コミュニティバ

スを９路線導入してまいりまし

た。バス導入にあたりましては、

道路幅員が狭く、バス路線も限

られていることやバス事業者の

事業採算性などの課題もござい

ますが、今後も道路整備の進捗

状況のタイミングにあわせて、

バスが走行できる経路の確保に

向け、バス事業者と協議をして

新たなバス路線の導入を目指し

てまいります。また、バスのほ

か、地域の実情にあった様々な

移動手段の活用につきまして検

討してまいります。 
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○桜上水と経堂を結ぶルートで、で

きれば緑ヶ丘中学周辺を通って

くれるコミュニティバスのよう

な交通がほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○田園調布から環八を通って荻窪

まで行けるようなバス路線がほ

しい。 

○当該バス路線につきましては、

これまで区でも検討をしてまい

りましたが、政令によってバス

が通行できるとされる道路の幅

が足りない箇所が何ヶ所かある

ため、実現に至っておりません。

今後も引き続きバス路線導入を

検討するとともに、バスのほか、

地域の実情にあった様々な移動

手段の活用につきまして検討し

てまいります。 

 

○本計画において、南北方向のバ

ス路線網の充実を図るため、環

状８号線を検討対象路線に位置

づけて導入に向けた検討をして

いくこととしております。 

③運行時間帯・運

行路線の延長 

４件 

○二子玉川駅と、成城学園や用賀方

面のバスについて、二子玉川駅か

らライズ方面まで延長させるこ

とはできないか。 

○玉０４のバスを、終日運行してほ

しい。 

○区民会館、渋谷間のバスについ

て、１８時以降にも運行してほし

い。 

○ご要望は、バス事業者に伝えて

まいります。 

④１００円バスの

導入 

       ３件 

○コミュニティバスも１００円に

したらどうか。 

○渋谷区、港区のようなコミュニテ

ィバスを走らせるべき。 

○区では、南北公共交通の強化、

高齢社会における移動利便性の

向上を図るため、バス事業者へ

の働きかけ等により、これまで

９つのコミュニティバスを導入

してまいりました。区における

コミュニティバスは、路線の継

続性などの観点から、バス事業

者による自主運行を基本として

いるところでございます。従い

まして、他自治体が運行してい

る１００円で乗れるバスは運行

しておりません。今後、高齢社
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会の進展により、ますますバス

交通の需要が高まることは認識

しております。これまでの取り

組みにとらわれず、様々な視点

や切り口からバス交通サービス

のさらなる充実を図り、誰もが

安全、安心かつ快適に移動でき

る、バスネットワークの強化に

向けて取り組んでまいります。

また、バスのほか、地域の実情

にあった様々な移動手段の活用

につきまして検討してまいりま

す。 

【施策４】バス運行サービスの充実  ２０件 

① バス停留所施
設等 

      １０件 

○バス停に小型のベンチ、バス走行

案内を設置してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○バス停にベンチと屋根がほしい。 

○区では、バス利用者の快適性の

向上を図るため、区道にあるバ

ス停留所にベンチを設置してお

ります。設置にあたりましては、

２．５メートル以上の歩道の幅

が必要となり、幅が足りないた

め設置ができないバス停もござ

います。 

バス走行案内の設置のご要望に

つきましては、バス事業者に伝え

てまいります。 

 

○区では、バス利用者の快適性の

向上を図るため、区道にあるバ

ス停留所にベンチを設置してお

ります。設置にあたりましては、

２．５メートル以上の歩道の幅

が必要となり、幅が足りないた

め設置ができないバス停もござ

います。 

家庭のイスなどを置くことにつ

いては、道路管理上難しい状況で

す。 

上屋の設置につきましても、一定

の歩道幅が必要となりますが、設
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置可能な箇所などについては、必

要に応じて、バス事業者に働きか

けてまいります。 

② その他 
１０件 

○循環バスが時間通りに来ない事

がある。 

○道路混雑などにより予定時刻ど

おりに運行できない場合がござ

いますので、ご了承いただきた

く思います。 

なお、ご意見につきましては、バ

ス事業者に申し伝えます。 

【施策５】タクシー利用環境の整備  ２件 

ルール 

２件 

○公共交通機関としての自覚のな

いタクシー運転手が多いので、駅

前広場ができた時の使用ルール

や、タクシーの客待ちスペースの

利用ルールの徹底を図る。 

 

○ご意見は、今後の参考とさせて

いただきます。 

【施策６】災害時における公共交通の連携体制などの構築  ５件 

災害時対応 

       ５件 

○駅周辺に、災害に対し備品を用意

して人々が安心して行動できる

所があるとよい。 

○帰宅困難者の宿泊施設といたし

ましては、帰宅が可能になるま

で待機する場所がない帰宅困難

者等を一時的に受け入れ、最長

で発災後３日間の運営を行なう

一時滞在施設がございます。 

現在、世田谷区には、東京都が指

定した一時滞在施設が７箇所あ

り、区が協定を締結した民間事業

者の一時滞在施設が２箇所あり

ます。各施設は、食糧・飲料水・

排便収納袋・ブランケットの備蓄

を行なっています。 

さらに、今年度中に二子玉川駅前

の商業施設と協定を締結する予

定です。 

また、区は、区立施設１１箇所を

徒歩帰宅を行なう方に情報等を

提供し支援することを目的とし

た帰宅困難者支援施設として指

定し、食糧・飲料水・アルミブラ
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ンケットを全体で５，０００人分

備蓄しています。 

引き続き、民間事業者との協定締

結等のアプローチや駅周辺の関

係機関との連携を進め、帰宅困難

者対策を推進してまいります。 

【施策７】道路と鉄道の立体化の促進  ２３件 

①連続立体交差化

（京王線） 

 ７件 

○京王線の連続立体交差化を推進

する。 

             ７件 

 

 

 

 

 

○京王線では、笹塚駅～仙川駅間

において、連続立体交差事業が

始まっております。 

このことにより、世田谷区内２３

箇所の「開かずの踏切」が解消さ

れることになります。一日も早い

「開かずの踏切解消」に向け取り

組んでまいります。 

②開かずの踏切 

       １件 

○自由通り、奥沢の踏切も開かずの

踏切です。 

○自由通り奥沢駅の踏切について

は、立体化などの位置付けは無

いものの、踏切遮断時間の短縮

や安全性の向上について、鉄道

事業者に引続き取組むよう伝え

ます。 

③踏切の拡幅 

       １件 

○千歳通り芦花公園駅踏切内の歩

道を拡幅してほしい。 

○京王線のダイヤ改定により、日

中および夕方時間帯における踏

切遮断時間が、ダイヤ改定前に

比べて伸びる傾向となってお

り、交通渋滞の増加や通行者の

障害となる等、区民生活へ大き

な影響を及ぼしていると認識し

ております。 

区は、この状況の改善について京

王電鉄に依頼しており、改善策を

検討している旨の回答を得てお

ります。今後も引き続き、経過を

注視してまいります。 

また、京王線では、連続立体交差

事業も始まっており、当該道路も

交差道路として改善・整備が予定

されております。 

一日も早く、鉄道により分断され
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た市街地の一体化を図り、区民が

安心・安全に暮らせる街となるよ

う、関係機関と連携し、更なる事

業の推進に努めてまいります。 

④連続立体交差化

（その他） 

       ３件 

○東急世田谷線の若林踏切、環状７

号線との立体交差化の促進が必

要。 

 

 

 

 

○井の頭線は、踏切が不便でも立体

化には反対。 

○世田谷線の若林踏切について

は、立体交差化などの位置付け

がない状況です。しかしながら、

引続き、踏切の安全性の確保に

向け、このたびご意見があった

ことを鉄道事業者に伝えます。 

 

○京王井の頭線については、鉄道

立体化などの位置付けがない状況

です。しかしながら、踏切の遮断

や安全性の課題があることから、

鉄道事業者に改善を引続き取組む

よう伝えます。 

⑤駅周辺のまちづ

くり、駅前広場な

どの整備 

１１件 

 

 

 

 

 

 

 

○京王線の高架下空間を使って駅

周辺の街づくりや防災・減災に貢

献する機能を構築してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○東急世田谷線の下高井戸乗りい

れを今よりも南よりの位置に止

め、下高井戸駅周辺に、活性化の

核となる広場を創出すべき。京王

線高架化計画を見直し、地下化に

すべき。 

 

 

 

○京王線については、高架構造に

よる在来線の連続立体交差化と

地下化構造による複々線化が既

に都市計画決定されており、現

在は連続立体交差事業が実施さ

れております。 

高架下の利用につきましては、鉄

道事業者が設置すべき施設や区

として必要な施設とその配置な

どについて検討を行うとともに、

関係機関との協議・調整を進めて

まいります。 

 

○京王線については、高架構造に

よる在来線の連続立体交差化と

地下化構造による複々線化が既

に都市計画決定されており、現

在は連続立体交差事業が実施さ

れております。 

区では、連続立体交差事業とあわ

せた総合的な街づくりを推進す

るために、「京王線沿線街づくり
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○連続立体交差事業は、生活拠点の

集約、公共施設の再配置、コンパ

クト化など、本来の交通まちづく

りを進める絶好の機会である。 

 

基本方針」のもと、平成21年10

月に策定した「京王線沿線駅前広

場基本構想」に基づき、各駅で検

討してまいります。 

 

 

○京王線の連続立体交差事業を契

機に、区は既に鉄道が立体化さ

れている八幡山駅を除く７駅の

駅周辺地区において、地区街づ

くり計画の策定や策定後の実現

に向けた取り組みを実施してお

り、引き続き駅周辺の街づくり

を推進してまいります。 
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【施策８】円滑な自動車交通の確保  ７２件 

①道路整備の推進 

６２件 

○都市計画道路はいらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外環自動車道の完成を早めてほ

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都市計画道路のネットワークを

整備することで、スムーズな自

動車交通の処理が可能となり、

地先道路への通り抜け車両の流

入抑制、渋滞の解消により、二

酸化炭素の排出削減などに大き

な効果があります。また、地震

にともなう市街地火災の延焼を

防止する機能に加えて、防災拠

点を繋ぎ緊急物資の輸送路や避

難路としての役割も担うなど、

都市の防災性向上に大きく寄与

します。さらにはバス交通の導

入による公共交通不便地域の縮

小を図ることにより、高齢者の

移動の円滑化、公共交通機関の

利用促進など、福祉的な視点や

環境問題への対応策としても有

効な取り組みと考えられます。 

 以上のように都市計画道路の整

備効果は高く、多くの区民に便

益が及ぶことから、都市の骨格

となる都市計画道路を中心とし

た道路網の早期形成が必要と考

えます。 

 

○外環道の整備は、都心に流入す

る通過交通を分散させることに

よる交通渋滞の解消に大きな効

果が期待できるものと認識して

おります。 

現在は関越自動車道から東名高

速道路までの約 16Ｋｍの区間で

事業が進められ、昨年から本線の

立坑工事が開始されております。

区としても事業の推進について、

引き続き国や東京都に対して求

めてまいります。 
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○補助１５４号線を造る計画自体

を再考すべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○世田谷区でも「ラウンドアバウ

ト」を検討してみてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

○歩道はできるだけ平らにしてほ

しい。 

 

 

 

○道路を拡げて交通渋滞を防ぐと

いう地域はないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都市計画道路補助第１５４号線

の整備により、連続した歩道が

設置され、周辺住宅地内の通過

交通が減少することから、地域

の高齢者にとっても、より安全

で移動しやすい環境が整うもの

と考えています。 

なお、整備にあたっては、周辺の

地形を考慮し、接続する道路にお

いても必要な安全対策を実施し

ます。 

 

○ご意見のとおりラウンドアバウ

トにつきましては、現在、国土

交通省で導入効果、整備の課題

の検討が行われています。区で

は、国の動向や歩行者や自転車

が多いという区特有の課題を踏

まえ、区内設置の可能性につい

て研究を進めてまいります。 

 

○区のユニバーサルデザイン推進

条例に基づき整備しております

が、今後の事業展開の参考にさ

せていただきます。 

 

○区内では、都市の骨格となる道

路ネットワークの整備が不完全

であることが原因で、交通渋滞

や交差点の交通処理に関する問

題が生じています。 

今後も引き続き交通渋滞の解消

のため、自動車の交通処理を担う

都市計画道路等の整備を、都道を

管理している東京都や交通管理

者である警視庁との連携も図り

ながら、計画的かつ効率的に進め

て参ります。 
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○上祖師谷から仙川に通じている

道路について、道幅を広げてほし

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○経堂５丁目の信号から恵泉学園

までの道路を開通させてほしい。 

 

 

 

 

 

 

○狭い道路が多く、災害時の大型車

両による救援策が不安。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道路工事の抑制による円滑な移

動も考えてほしい。 

 

 

○現在、粕谷三丁目の榎交差点か

ら上祖師谷４丁目の成城通りま

での区間で、ご指摘の道路の代

替となる、都市計画道路補助第

54号線の整備が東京都により進

められています。新たな道路に

は歩道が整備され、周辺の交通

安全上の問題は改善されるもの

と考えられます。なお早期整備

のご意見については、施行者で

ある東京都へお伝えします。 

また、用地の取得が完了した区間

では今年度より暫定的な歩道整

備の工事も進められる予定とな

っております。 

 

○当該道路事業は、平成２３年２

月１日付けで、土地収用法に基

づく事業認定を受け、事業を進

めているところであります。今

後も必要な手続きを着実に進め

早期開通を目指してまいりま

す。 

 

○都市における道路は、緊急物資

の輸送路をはじめ、延焼遮断帯、

消防活動のためのスペース、避

難路など、災害発生から復旧復

興に至るあらゆる場面で多様な

役割を担う大変重要な施設で

す。区では、首都直下地震など

の災害に備え、防災性の向上の

ため道路整備を進めてまいりま

す。 

 

○道路の改修工事を計画的に実施

している他、区民の要望等によ

り緊急的に補修工事等を実施し

ております。また、年末・年始
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○行き止まりなどが多いので、案内

標識などを設置してほしい。 

             ２件 

 

○道路標示（白色など）の塗料など

で、視覚的に「段差舗装」を行い、

注意喚起を図る方法（減速マーク）

を住宅地の道路に利用したらどう

か。 

時において予想される道路交通

の混雑を緩和し、事故の発生を

防止するため、道路工事及び道

路占用工事抑制に努めていま

す。 

 

○必要に応じて、警戒標識や注意

喚起の立て看板、電柱幕等の設

置を検討してまいります。 

 

○必要に応じて、速度抑制のため

の注意喚起の立て看板や電柱幕

等を設置しておりますが、イメ

ージハンプ等による減速を促す

路面表示も検討してまいりま

す。 

②路上駐車対策 

 の促進 

       ６件 

○狭隘道路の解消について、計画に

盛り込んでほしい。 

 

 

 

 

○本計画において、道路整備の推

進にあたっては、「せたがや道づ

くりプラン」に基づき行なうこ

とと記載しております。「せたが

や道づくりプラン」において、

地先道路の整備を進めてまいり

ます。 

③自動車運転の 

際の交通安全の 

啓発活動 

４件 

○自動車運転者に対して、十分な教

育を行う。 

 

○ご意見を警察署に伝えるととも

に、セーフティドライブの推進

等、自動車運転者に対する交通

安全啓発に取り組んでまいりま

す。 

【施策９】自転車通行空間の整備  ２８件 

 自転車通行空間 

２８件 

○自転車専用レーン、自転車専用道

を整備してほしい。 

            １７件 

 

 

 

 

○自転車利用環境の向上を強力に

推し進めてほしい。子育て支援の

意味からも、安全に自転車を使え

○区では、主に既存の道路空間を

活用した自転車走行環境整備を

行っています。今後も道路状況

に応じ、世田谷区に相応しい自

転車走行環境整備に努めてまい

ります。 

 

○区では、主に既存の道路空間を

活用した自転車走行環境整備を

行っています。今後も道路状況
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る環境を実現させてほしい。 

 

 

に応じ、自転車専用レーンを含

む、世田谷区に相応しい自転車

走行環境整備に努めてまいりま

す。 

駐輪施設が不足している駅周辺

につきましては、自転車等駐車場

の確保に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

【施策１０】放置自転車対策の充実  ３１件 

①放置自転車対策 

       ５件 

○移動よりも、駐輪・駐車に困って

いる。 

 

○歩道に自転車が放置されている

ため、歩道が狭くなる。 

２件 

○放置自転車は歩行者や緊急自動

車の通行の妨げになるなど、大

変危険な存在です。区では年末

年始を除く毎日撤去活動を行っ

ておりますが、今後も放置の状

況に応じた対策を行い、通行環

境の向上に努めてまいります。 

駐車につきましては、警察に取締

りの強化を要望してまいります。 

②駐輪場整備 

１８件 

○駐輪場を増やしてほしい。 

             ８件 

 

 

○駅前の駐輪場の整備をお願いし

たい。具体的な駐輪場の情報を提

供してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駐輪施設が不足している駅周辺

につきましては、自転車等駐車

場の確保に努めてまいります。 

 

○世田谷区自転車等の利用に関す

る総合計画に基づき、区立自転

車等駐車場の整備と合わせ、南

北交通を補完するコミュニティ

サイクルシステムのネットワー

クを拡充していきます。 

自転車等駐車場の定期利用の空

き状況については、区ホームペー

ジ上で公開しております。日ぎ

め・時間決め自転車等駐車場のリ

アルタイムの空き状況の公開に

ついては、今後検討してまいりま
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○買い物の際に、身体障害者や高齢

者が駐輪しやすいように配慮し

てほしい 

             ３件 

す。 

 

○放置自転車は法令上、短時間で

あっても自転車を置いてその場

から離れてしまうと放置と見做

されてしまいます。また、１台

の放置自転車が多くの放置自転

車の呼び水となってしまうこと

から、区では、たとえ短時間で

あっても路上に駐輪せず、駐輪

場をご利用いただくようお願い

をしているところです。買物等

の場合は、店舗指定の駐輪場か、

店舗敷地内に駐輪していただき

ますようお願いいたします。 

③駐車料金 

２件 

○ミニバイク（９０ＣＣ以下）の駅

周辺の駐車料金を５０円ぐらい

にしてほしい。 

 

 

 

 

 

○公共の駐輪場が高すぎる。数百メ

ートル離れていてもよいので月

１０００円以下にできないか。 

○区営自転車等駐車場などの公共

施設をご利用いただく際には、

受益者たる利用者の方に適正な

料金をお支払いいただくのを原

則としております。これに基づ

き原付日ぎめ料金は２００円と

させていただいております。 

 

○区営自転車等駐車場などの公共

施設をご利用いただく際には、

受益者たる利用者の方に適正な

料金をお支払いいただくのを原

則としております。これに基づ

き、区営自転車等駐車場の利用

料金については、駅からの距離

や屋根の有無等で段階的に設定

させていただいております。あ

まり駅から離れた自転車等駐車

場は利用率が低下する傾向があ

りますので、バランスを考慮し

ながら今後検討してまいりま

す。 

④レンタサイクル 

  コミュニティサ 

○レンタサイクルポートをもっと

増やしてほしい。 

○世田谷区自転車等の利用に関す

る総合計画に基づき、コミュニ
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イクル 

６件 

             ３件 

 

 

 

 

 

 

 

○レンタサイクルの子供乗せタイ

プを増やしてほしい。 

 

 

 

○コミュニティサイクルは不要だ

と思う。 

ティサイクルシステムのネット

ワークを拡充していきます。撤

去後引取りのない自転車の中で

状態のよいものについては、再

整備しレンタサイクルとして活

用しています。今後も引き続き

活用していきます。 

 

○チャイルドシート付レンタサイ

クルについては、利用状況を確

認しながら、追加導入について

引き続き検討してまいります。 

 

○世田谷区コミュニティサイクル

については、年々利用率が上昇

し、区民のみなさまに認知され、

端末公共交通機関としての役割

を担っております。今後よりい

っそう便利にお使いいただけま

すよう、運営のあり方について

検討してまいります。 

【施策１１】自転車通行時のルール遵守・マナー向上  ６５件 

①ルール遵守・マ

ナー向上 

５５件 

○自転車利用者のルール遵守・マナ

ー向上に力を入れてほしい。 

            ２９件 

 

 

○自転車の買い物かご（前面）に「自

転車は左側通行を、などの文言入

りステッカー」を取り付けたらど

うか。 

 

 

○自転車走行時のルール遵守・マナ

ー向上について、取締り・指導を

徹底して行なってほしい。 

４件 

 

 

○警察に違反取締りを要望すると

ともに、引き続き自転車安全利

用啓発に取り組んでまいりま

す。 

 

○ご提案にとどまらず、改善策の

自主的な実施ありがとうござい

ます。今後の参考にさせていた

だき、引き続き自転車安全利用

啓発に取り組んでまいります。 

 

○ご提案ありがとうございます。

ご意見を所轄警察署に伝えると

ともに、今後の参考にさせてい

ただき、特に危険な箇所につい

ては、警察立会いの下、地域参

加による路上キャンペーンを実
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○どうして自転車が車道を走行し

なくてはいけないのか。また、電

動自転車と自転車を一緒にする

こともおかしいと思う。 

 

○歩道から自転車を締め出してほ

しい 

施する等、引き続き自転車安全

利用啓発に取り組んでまいりま

す。 

 

○ご意見を所轄警察署に伝えてま

いります。 

 

 

 

○ご意見を警察に伝えるととも

に、引き続き自転車安全利用啓

発に取り組んでまいります。 

ご意見は、今後の検討課題として

承ります。 

②保険 

２件 

○罰則の強化、保険への加入義務付

けが必要。 

○自転車の交通違反に対する罰則

として、罰金が道路交通法に定め

られているところです。警察に取

締りを要望するとともに、保険へ

の加入をはじめ、引き続き自転車

安全利用啓発に取り組んでまいり

ます。 

③交通安全教室 

２件 

○最近幼児を乗せた若い母親がル

ールを守っていないようにみら

れる。幼稚園や保育園の保護者会

で自転車の交通ルールについて

指導したら良いと思う。 

 

○就学前の子供への安全教室が必

要。 

○ご提案ありがとうございます。

今後の参考にさせていただき、

引き続き子育て中の保護者をは

じめ、自転車安全利用啓発に取

り組んでまいります。 

 

 

④自転車安全利用

推進員 

       ６件 

○駐車違反と同様、民間の方の力を

借りて、指導員を増員して取締り

を強化してほしい。 

 

○ご提案ありがとうございます。

ご意見を所轄警察署に伝えると

ともに、引き続き自転車安全利

用啓発に取り組んでまいりま

す。 

【施策１２】歩行空間の整備  ６６件 
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①歩行空間の整備 

１３件 

○道路が狭く、電柱が多く、歩道が

狭い。 

 

 

 

 

 

 

○自転車、歩行者が安全に通れる道

をつくってほしい。 

 

 

 

 

○歩行空間の整備が遅れている。 

 

○電線類の地中化には、安全で快

適な歩行空間の確保、都市景観

の向上、都市防災機能の強化な

ど、多くの整備効果があります。

今後も引き続き、整備可能な箇

所から計画的に電線地中化に取

組んでまいります。 

 

○安全な道路整備に努めると伴

に、交通管理者である警視庁と

も協議し、現場の状況に応じた

適切な安全対策を検討してまい

ります。 

 

○区道の整備についてはせたがや

道づくりプランにおいて、必要

な配置と計画的な整備を定めて

います。誰もが快適に移動でき

るまちをつくるため、歩行者や

自転車利用者の安全性と快適性

を高める取り組みについて、地

先道路の整備を計画的に進めて

まいります。 

②まちなか観光へ

の活用 

       １件 

○歩行空間を観光に活用するため

には、区外からの観光客を集めら

れるように、鉄道との連携が不可

欠。区外の観光客はバスは利用し

ないと考えた方がよく、鉄道駅を

起終点とした観光ルートを原則

とした方がよい。 

○（公財）世田谷区産業振興公社

では、平成23年度から、区内の

鉄道沿線の見どころを紹介する

ガイド冊子を発行しているほ

か、今年度には新たに観光アプ

リも開発し、世田谷の魅力発信

に取り組んでいるところです。 

 今後、いただいたご意見も参考

に、区内外の多くの皆さんに世

田谷の魅力を実感していただけ

るよう、産業振興公社と連携し、

まちなか観光の取組みを進めて

いきます。 

③ユニバーサルデ

ザインによる整

備 

○交差点での歩車道間の段差をな

くして（あるいはなだらかにして）

ほしい。 

○各種基準に則り、整備を進めて

まいります。 
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２０件              ３件 

 

○車椅子、シルバーカー、ベビーカ

ーが安心して通れるように整備

してほしい。点字ブロックの更な

る整備もしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○舗装状況の悪い歩道は困る。改善

してほしい。 

             ４件 

 

 

○ユニバーサルデザインの整備基

準に則って、整備等進めてまい

ります。 

視覚障害者誘導用ブッロクにつ

きましては、視覚障害者の歩行が

多い道路、公共交通機関の駅等と

視覚障害者の利用が多い施設と

を結ぶ道路等には、必要に応じて

視覚障害者誘導用ブッロクを設

置していきます。 

 

 

 

○適切な維持管理に努めてまいり

ます。 

 

④道路上のはみ出

し看板・商品 

１３件 

○立て看板、歩道上のプランターや

放置自転車等が危険。対策を講じ

てほしい。 

            １０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道路にはみ出している、樹木の枝

葉が交通の支障になり、危険。対

策を講じてほしい。 

             ２件 

○所轄警察署等と合同による定期

的な見回りや指導を行い、道路

の不正使用を無くし、適切な維

持管理に努めてまいります。 

区では毎年、町会・自治会、商店

街、鉄道事業者等と連携して、駅

前放置自転車クリーンキャンペ

ーンを実施しています。今後とも

このような機会を活用して、放置

自転車防止の啓発を促進し、安全

な通行環境の確保に努めてまい

ります。 

 

○はみ出し樹木については、その

所有者、管理者に適切な管理を

お願いしてまいります。 

⑤歩道の有効幅員

の確保 

１９件 

○電柱を地下化してほしい 

            １３件 

 

 

○電線類の地中化には、安全で快

適な歩行空間の確保、都市景観

の向上、都市防災機能の強化な

ど、多くの整備効果があります。
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○道路上にある、道路付属物、占用

物件など種々の柱について、でき

るだけ共架して柱類を減らすべ

き。 

今後も引き続き、整備可能な箇

所から計画的に電線地中化に取

組んでまいります。 

 

○道路の付帯施設につきまして

は、可能な限り、共架、添架を

実施しておりますが、引き続き

推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

【施策１３】交通安全への取り組みの推進  ５件 

歩行空間の安全性

の確保 

５件 

○生活道路の速度を規制してほし  

 い 

２件 

○ご意見を警察に伝えてまいりま

す。 

【施策１４】環境対策の充実 ２件 

 環境に配慮した道

路整備 

       ２件 

○街路樹を増やしてほしい。 

             ２件 

 

○街路樹（桜や花ミズキなど）は

主に、幅員の広い歩道空間や道

路に整備しております。今後も

道路状況に応じて、街路樹の整

備に努めてまいります。 

【施策１５】新しい自動車利用の取り組みの推進  ２件 

 ①環境負荷の低い

自動車の利用促

進 

１件 

 

 

 

 

 

 

 

 

○環境に配慮した移動手段として、

廃油を使用した天ぷらバスを充

実してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在策定中の環境基本計画で

は、人と環境にやさしい移動・

交通ができるまちをめざし、施

策を検討しております。天ぷら

などに使用された廃食用油のリ

サイクル燃料バスについては、

化石燃料の使用を減らし、省エ

ネルギーに貢献すると考えてお

ります。環境に負荷をかけない

移動について、今後も検討を進

めてまいります。 

区では、家庭から出るてんぷら油
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②自動車利用の新

しいあり方の普

及啓発の促進 

１件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○マンションでのカーシェアリン

グを推進できないか。 

 

等の廃食用油を、区内拠点施設で

月2回回収を行っています。回収

した油は、動物用飼料や石けんの

原料にリサイクルしています。 

廃食用油の燃料化については、安

定的なリサイクルを可能とする

環境整備の状況、廃食用油の回収

から運搬・燃料精製までの環境負

荷や費用のほか、他自治体の動向

や技術革新の進捗状況を注視す

ることが必要と認識しています。 

天ぷらバスにつきましてのご意

見は、今後の参考とさせていただ

くとともに、バス事業者に伝えて

まいります。 

○カーシェアリングについては、

地域資源を共有することで、環

境負荷を小さくすることが可能

と認識しております。補助等に

ついては、今後の施策の参考と

いたします。 

その他交通に関すること  ８２件 

その他交通 

８２件 

○歩行環境の向上として、老人の足

で３０分程ごとに、トイレを増や

してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一方通行の交差点にカーブミラ

ーを設置すべき。 

             ２件 

 

○狭い道は、自動車を一方通行にし

てほしい 

○新たな公衆トイレの設置予定は

ございません。なお、公衆トイ

レや公園の中のトイレ、公共施

設の中のトイレ等の公共的施設

トイレが表示された地図が、せ

たがや便利帳に掲載されていま

すのでご活用ください。 

また、区の施設だけでなく様々な

主体と連携したトイレの案内な

どを検討してまいります。 

 

○今後の事業展開の参考にさせて

いただきます。 

 

 

○ご意見を警察に伝えてまいりま

す。 
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             ６件 

 

○東急世田谷線でもシルバーパス

が利用できるようにしてほしい。 

             ２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「世田谷ナンバー」には反対 

             ２件 

 

 

○現在シルバーパスが利用できる

交通機関は、都内の民営バス、

都バス、都営地下鉄、日暮里・

舎人ライナーおよび都電となっ

ております。ご意見はシルバー

パスの実施主体である東京都に

区民からの要望として申し伝え

ますが、他の鉄道事業者に拡大

する予定はないと聞いておりま

す。 

 

 

○既にご当地ナンバーが導入され

ている地域には、世田谷区より

も人口規模が小さく、また、単

独の市で導入されている自治体

があります。これらの自治体に

確認したところ、ナンバーの表

記が原因となる住所の特定や車

上あらしなどの問題は、特段生

じていないと伺っております。 

 区では、世田谷ナンバーの導入

をきっかけとして、「やさしく走

ろう世田谷」を合言葉に、運転

マナーの向上やエコドライブの

啓発に取り組むとともに、地域

振興・区内産業の活性化等につ

なげていきたいと考えておりま

す。 

 ご理解のほど、よろしくお願い

いたします。 

 
 
 


